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別
表
第
一
の
表
二
の
第
一
の
九
の
イ
悶
を
山
と
し
、
②
を
③
と
し
、
田
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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別
表
第
一
の
表
二
の
第
二
中
闘
を
図
と
し
、
個
か
ら
閲
ま
で
を
⑯
か
ら
励
ま
で
と
し
、
同
表
の
第
一
一
の
⑭
中
3
の
項

を
4
の
項
と
し
、

2
の
項
を
3
の
項
と
し
、

1
の
項
を
2
の
項
と
し
、
同
表
の
第
一
一
の
⑭
に
1
の
項
と
し
て
次
の
一
項

を
加
え
る
。
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別
表
第
一
の
表
二
の
第
二
中
⑭
を
個
と
し
、
⑱
か
ら
⑬
ま
で
を
⑱
か
ら
⑭
ま
で
と
し
、
同
表
の
第
一
一
の
聞
中
4

の
項

を
5
の
項
と
し
、

3
の
項
を
4
の
項
と
し
、

2

の
項
を
3
の
項
と
し
、

1

の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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別
表
第
一
の
表
二
の
第
二
中
聞
を
閲
と
し
、
仰
か
ら
閲
ま
で
を
⑱
か
ら
聞
ま
で
と
し
、
同
表
の
第
―
一
の
⑱
中
2
の
項

を
4
の
項
と
し
、

1
の
項
を
2

の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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別
表
第
一
の
表
二
の
第
二
の
⑱
に
1
の
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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別
表
第
一
の
表
二
の
第
二
中
⑱
を
仰
と
し
、
繋
ら
⑬
ま
で
を
⑨
か
ら
⑱
ま
で
と
し
、

mの
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る。-

1

一
い
い
い
図
贔
4

)

-

別
表
第
一
云
一
の
第
一
中
⑱
を
⑲
と
し
、
⑤
か
ら
闘
ま
で
を
⑥
か
ら
⑱
ま
で
と
し
、
④
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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別
表
第
四
の
第
一
の
一
の
イ
の
山
中
24
の
項
を
2
5
の
項
と
し
、
2
3
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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別
表
第
四
の
第
一
の
三
の
イ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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別
表
第
四
の
第
一
の
三
中
イ
を
口
と
し
、
そ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

御

名

御

璽

厚
生
労
働
大
臣
加
藤
勝
信

内
閣
総
理
大
臣
岸
田
文
雄

岸

田

文

雄

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一

部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
政
令
等
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。令

和
四
年
十
二
月
―
-
+
―
―
-
B

内
閣
総
理
大
臣

政
令
第
三
百
九
十
八
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
政
令
等
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

内
閣
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
（
平
成
―
-
+
―
―
一
年
法
律
第
一
二
十
七
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一

部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
政
令
等
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
＾
一
百
八

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
平
成
―
二
十
五
年
一
云
一
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
―
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
一
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表
第
四
の
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
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